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偏見や差別でなく優しさが拡がるように！

区自治会に加入していない約340世帯への緊急市長メッセージ配布

学区内で7月22日に発生した新型コロナウイルス集団感染
を受けて、24日緊急運営委員会をWEBで行い、新型コロナウ
イルス感染症に関する偏見や差別の防止啓発ポスターを作成
しました。
27日には行政・市民・事業者が連携して、学区内の公共公

益施設、各区自治会関連の施設、甲賀駅、商業施設（ジョイ
ショッピングセンター、ファミリーマート、セブンイレブ
ン）などにこのポスターを貼りました。
明日、自分が感染していないと自信を持って言える人は一

人もいません。感染者になっても、地域住民が口を揃えて
「一日でも早く完治するといいね！」と心強い励ましを送っ
てくれるのであれば、安心できますよね。無知から生じる誤
解や、変な噂が広まり、自分の家族や友人までを傷つけるよ
うな事態だけは避けたい。だからこそ互いを思い合う空気を
地域で創って行きたいと思います。
恐れるべきはウイルス、人ではありません。
正確な情報に基づき冷静に行動し、差別的な発言等に同調

しないように、みんなで助け合い、支えあって、この危機を
乗り越えましょう。

7月23日から26日の連休明け27日に、区自治会に加入して
いない世帯約340戸に、24日の市長メッセージをポスティン
グしました。
区自治会に加入している方には、甲賀市から区自治会長経

由で、22日・24日の市長メッセージが回覧又は各戸配布され
ました。しかし、区自治会に加入していない世帯には情報発
信できていない現状を見てのアクションです。
自治振興会の広報誌を６月号から区自治会に加入していな

い世帯約340戸にポスティングを開始したしくみがここで役
にたちました。

優しさの差し入れ

寮で待機している学生に8月2日の朝食と昼食の40人分を
差し入れしました。
これは、集団感染の発生を受けて、学生はすべて自宅待機

となっており、甲賀市は連携協定等を活用しながら、寮生や
一人暮らしの学生への生活支援（食材や日用品等の配布）を
行っています。今回は自治振興会から学校長に「困りごとで
地域において対応できることがあれば」と声掛け、寮の食事
を担当する方の休みを確保するために支援要請があり、行っ
たアクションでした。
「コロナにカツって」と願をこめて地元店とコラボしてお

昼は「とんかつ弁当」の差し入れ。
弁当を受け取った学校長からは「地元からの支援は本当にう
れしい。ありがとうございま
した。」との感謝のことば
を頂きました。
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勉強会「新型コロナウイルスの理解と感染予防策について」

納涼祭、敬老会、高齢者サロンなどを開催するか判断に苦慮

7月7日に第10回大原まちづくり勉強会を「新型コロナウイ
ルスの理解と感染予防策について」というテーマで開催しま
した。今回は三密を避けるために、大原自治振興会の会議室
を参加者の自宅等とzoomで繋いでのオンライン開催となりま
した。
「新型コロナウイルスの理解と感染予防策について」の講

義を保健師の釜谷さんと宿里さんにしていただいたあとの質
疑応答の時間では、質問や意見が活発に飛び交いました。
「若い世代や子供たちに感染リスクを理解させるにはどうし
たらいいか」「サロンやイベントを行う際にはどのような注
意を払えばいいか」「乳幼児を持つ親として、子供の感染予
防をどのようにすればいいか」などとそれぞれの生活形態や
活動に即した質問が出ていました。コロナ禍の中で、何に気
をつけて生活し、まちづくりに関わっていけばいいのか、と
ても勉強になりました。
第10回大原まちづくり勉強会「新型コロナウイルスの理解

と感染予防策について」は、大原自振興会ホームページ、講
義の内容はYouTube大原自治振興会チャンネルよりご覧いた
だけます。

6月5日に「区長との意見交換会」を開催し
ました。年度当初に区長さんに自治振興会の
ことを知ってもらうための会で、４月開催予
定がずれ込み今となりました。
今回のトピックは、WITHコロナで自治活

動を再開するために、自治振興会で作成した
ガイドラインと事業や会議をする際のチェッ
クシートのリリース。
どの区長さんも、納涼祭、敬老会、高齢者

サロンなどを開催するか判断に苦慮されてお
り、各区の検討状況について情報交換した
かったようで大いに盛り上がりました。多数
による飲食を伴う事業は開催が難しそうだ。
また、ハイリスクなお年寄りの参加人数が多
いため三密の回避が困難だという声が聞かれ
ました。今年だけのことでなはく、区自治会
活動の内容を見直すよい機会かもと感じまし
た。

WITHコロナにおける事業等の実施に係るガイドライン、チェックシート

甲賀市「事業等の実施および市施設の貸館等に係るガイド
ライン （改定版）（令和 2年6月1日改定）に準拠して、大
原自治振興会の事業等の実施に係るガイドラインとチェック
シートを作成しました。
ガイドラインには1)新型コロナウイルスの集団発生につな

がる３つの条件、2)実施要件、3) 会議室の人数制限、4) 参
加者の要件（案内文に記載する事項）、5) 参加者の準備品、
6) 参加者の心得、7) 事業等開催時に事務局がすべきこと、
8) 参加要件および対策に関する周知を記載しています。
チェックシートは、事業を行う際の申請時、案内文、受付時、
実施中、終了時の守るべき点検項目を整理しています。
「WITHコロナにおける大原自治振興会の事業等の実施に

係るガイドライン、チェックシート」は大原自治振興会ホー
ムページ、その他資料よりダウンロードできます。
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防災プロジェクト 地区内の自主防災組織との協働

防災プロジェクトは、７月13日、地区内の自主防災組織の責任者と
「各区自治会の防災活動について」というテーマで会議を開催しました。
まず各区自治会の自主防災組織の責任者から取組状況について報告があ
り、櫟野、拝坂、大久保では一定の取組があることを共有しました。多
発・巨大化する災害に対しいろいろな側面で実効性ある対策が取れてい
ない状況であることも認識しました。その後、防災プロジェクトが昨年
作成した「災害時対応マニュアル（自主防災会 避難編）」の概要を説
明しました。
今後、各自主防災組織にあった方法で利用してもらうため、出前講座

を展開する予定です。
「災害時対応マニュアル（自主防災会 避難編）」は大原自治振興会

ホームページ、その他資料よりダウンロードできます。

歴史文化・観光交流の取組を行う団体が集まり、まずは現況共有！

行政や地域関連団体が協働して、大原地域の歴史文化・観光交流の方
策を探る「第１回歴史文化・観光交流円卓会議」を7月15日、大原自治
振興会主催で開催しました。
メンバーは大原自治振興会の他、甲賀市歴史文化振興課、甲賀市観光

まちづくり協会（旧甲賀市観光協会）、観光ボランティアガイド、郷土
史会、忍術研究会、甲賀駅を育てる会に、オブザーバーとして油日自治
振興会でした。
大原・油日・佐山の連携、地域外だけなく地域住民へのPR・参加が重

要、様々な祭り・宗教美術・忍者、観音様など様々資源あるのでテーマ
を絞る、JRウォーキングとの連携、地域の人に大原の歴史文化の素晴ら
しを伝える活動を行うなどアイデアがあがりました。これらのアイデア
を膨らませて、今年度ひとつでも協働の取り組みを実施したいと思いま
す。

見守りプロジェクト 甲賀地域ご近所福祉推進協議会との協働

見守りプロジェクトは、6月23日と7月21日の2回にわたり、甲賀地域
ご近所福祉推進協議会との連携について話し合いました。
当協議会は、旧甲賀町域の福祉課題を振興会と同様の協議体として推

進するため、事務局に各学区の地域マネージャーに入ってもらい、企
画・展開で密に連携することを確認しました。
行政、社協、地域の活動組織との連携を強化するとともに、見守り・

助け合いの届かない部分を補完するため、当協議会の新規事業である
「緩やかなご近所福祉ボランティア」活動について話し合いました。一
方、見守りプロジェクトとして、拝坂のような見守り隊を各区に広げて
いくことを、今後検討していきます。

スマイル甲賀 大原っ子 子ども食堂、サロンの再開

コロナ禍の影響で休止されていた、「スマイル甲賀大原っ子」子ども
食堂が6月29日、7月13日に、サロンが7月18日に再開されました。感
染対策を万全に考えたことにより、今までとは少しスタイルが変わって
はいますが、会場では子どもたちやお年寄りの元気な笑い声があふれて
いました。
6月29日の大原っ子のお勉強タイムのテーマは「コロナウイルスにつ

いて」、甲賀地域包括支援センターの宿里さんから教えてもらいました。
そして、手の洗い方についてもしっかりと勉強できました。
7月18日、サロンでは「滑舌をよくするトレーニング」をした後、コ

ロナ感染症の流行で困ってること、甲賀病院に行く循環バスにもコロナ
の影響が出ていることなどをみんなで話合いました。次回のサロンでも
みんな元気で参加できるよう、コロナの終息を祈るばかりです。
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甲賀駅前花壇植え替え
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facebook、LINE、YouTubeへの登録のお願い

大原自治振興会のfacebook、LINE、YouTubeへの登録をお願いします。

【編集後記】

すべての災いや病気の疫神をはらう祭礼「大原祇園」

がなかった夏が過ぎようとしています。表紙は大原の無

病息災を願い大原祇園としました。WITHコロナの時代

に適応した自治のあり方を模索する日々です。

大原市場の住民有志らでつくる団体「大原
市場21世紀の会」（会長岩崎延幸）は6月28
日、甲賀駅前の花壇に夏の花を植え、模様替
えをしました。花の苗づくりは甲南高校、苗
の手配は自治振興会という３団体協働のまち
づくり活動です。約２カ月後の現在、きれい
な花が咲いています。

令和2年度の部会長紹介
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地域環境部会 部会長 荒川巌

今年度、部会内容の一部に変
更があり新たなスタートとなり、
後年に伝え残せることのお手伝
いが少しでもできようにと思っ
ております。
携わって頂く全ての方々の安

全を第一に進めていきます。
皆様のご理解ご協力よろしく

お願いいたします。
残念ながらコロナ禍の影響に

より上下流地域交流事業は中止
となりましたこと重ねてご理解
願います。

地域教育部会 部会長 難波健吉

本部会は主に、自治振興会が開
催する「子ども・子育て円卓会
議」から提案された事業を各部員
で検討し、行います。
しかしながら部員のみでは困難

であること、また不可能なことも
考えられますので、皆様のご協力
をよろしくお願いします。

地域振興部会 部会長 清水英明

地域振興部会として、新たなス
タートを切りました。
新型コロナウイルス感染症の影

響もあり、できる事業も限定され
ますが、みんなで協力し、智恵を
出し合いながら臨機応変に事業を
進めてまいりますので、地域の皆
様のご理解とご協力をお願いしま
す。


